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本論文は 3 部10章より構成されているo 第 1 部(第 1 章から第 3 章)は一般政府を構成する国と地方
政府の財政関係を概括的に分析し，日本の財政規模と諸外国のそれとの比較がなされている。第 2 部
(第 4 章から第 6 章)は国の財政構造を主として歳入の中心である税収の側面から分析し，わが国の租



















をあたえるかを試算しているO 第 8 章は地方政府の歳出構造を歳出の相互依存関係の観点から地域別デー
タを用いて分析し，歳出決定が増分主義的な横並び方式にしたがってなされてきたことを明らかにして
いる O 第 9 章は，地方政府の歳出が歳入と密接に関連しており，歳出を規定する要因は地方の歳入規模
とその内訳にあることを計量的に示しているO これにより，国から地方への移転が地方歳出に与える効
果は規模の効果と移転の性質に分けられることが明らかにされているO 最後の第10章は， これまでの各
章の議論を踏まえて，全体としての地方の歳入・歳出を説明する地方財政モデルを構築している。国か
ら地方への移転の大きな部分をしめる地方交付税の減少が地方の財政状況を厳しくさせ，それが地方歳
出を減少させる効果を招く，という結論が得られている O
論文の審査結果の要旨
本論文は，政府間財政の問題を特に「中央政府」と「地方政府」との関係に力点をおいて計量的な観
点から多角的に分析し多くのオリジナルなファクト・ファインディングを得ているO 従来の地方財政
研究は単に制度の描写や行政上の技術的な解説にとどまっているが，本論文は地方財政に関するデータ
を積極的に収集し，それを計量的に解析することによって制度のもつ経済的インプリケーションを明確
にしている。特に，わが国の地方財政調整制度の財源配分機能に関する分析および，地方歳出における
相互依存関係の詳細な検討は計量的解析なしには不可能なものであり，わが国地方財政研究におけるパ
イオニア的な貢献であるO
地方財政がきわめて制度的に複雑であるという問題の性質上，本論文で得られた実証分析の結果が普
遍的な結論であると断定するには早計であり今後の残された課題もあるO しかし，地方財政の諸問題に
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対して，計量経済学で開発された多様な分析手法を駆使しながら鋭く切り込んだ点は十分に評価される。
この点から，本論文は経済学博士の学位を受けるに十分値するものと判定するO
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